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ロ
ン
グ
・
ア
ゴ
ウ
」（
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
『
人
間
』）
な
ど
、
島
尾
の
「
初

期
作
品
群
」
に
「
梅
崎
春
生
の
あ
る
種
の
小
説
と
か
な
り
近
似
し
た
印
象
」
を

指
摘
し
て
い
る
も
の
の
、
本
文
そ
れ
自
体
の
比
較
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
（
２
）
。

本
論
は
両
作
家
を
そ
れ
ぞ
れ
「
戦
後
派
」
と
し
て
知
ら
し
め
た
小
説
、
つ
ま

り
梅
崎
春
生
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
「
桜
島
」（
昭
和
二
十
一
年
九
月
『
素
直
』）

と
島
尾
敏
雄
の
戦
後
文
学
賞
受
賞
作
「
出
孤
島
記
」（
昭
和
二
十
四
年
十
一
月

『
文
芸
』）
の
比
較
検
討
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
。
前
者
が
後
者
へ
与
え
た

影
響
を
よ
り
具
体
的
な
形
で
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ま
で
併
せ
て
論
じ
ら
れ
て
は

こ
な
か
っ
た
二
人
の
作
家
の
位
置
関
係
を
探
る
端
緒
と
し
た
い
。

一

「
桜
島
」
は
タ
イ
ト
ル
に
見
る
ご
と
く
、
九
州
南
端
の
〈
桜
島
〉
に
設
置
さ

れ
た
海
軍
基
地
を
主
要
舞
台
と
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
七
月
初
、
鹿
児
島

の
坊
津
基
地
に
配
置
さ
れ
て
い
た
主
人
公
の
「
私
」
が
桜
島
基
地
へ
転
勤
と
な

は
じ
め
に

梅
崎
春
生
と
島
尾
敏
雄
。
と
も
に
終
戦
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
文
壇
へ
登
場

し
、
文
学
賞
も
幾
つ
か
受
賞
す
る
な
ど
、
戦
後
の
昭
和
文
学
を
代
表
す
る
作
家

と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
１
）

。
梅
崎
が
島
尾
よ
り
数
年
だ
け
先
に
デ

ビ
ュ
ー
し
、
前
者
は
「
第
一
次
戦
後
派
」、
後
者
は
「
第
二
次
戦
後
派
」
と
称

さ
れ
た
。
以
来
、
梅
崎
が
島
尾
よ
り
約
二
十
年
早
く
逝
去
を
迎
え
る
ま
で
、
二

人
は
十
数
年
の
間
、
時
代
を
共
有
し
て
い
た
。

し
か
し
、
梅
崎
春
生
と
島
尾
敏
雄
は
、
並
立
ま
た
は
対
比
し
た
形
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
関
係
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
両
作
家
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
、
作
風

の
類
似
性
や
相
違
点
、
さ
ら
に
は
影
響
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に
踏
み
込
ん
だ

論
考
は
、こ
れ
ま
で
皆
無
に
等
し
い
状
況
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
高
田
欣
一
が「
島

尾
敏
雄
論
」（
昭
和
四
十
四
年
四
月
〜
七
月
『
文
芸
首
都
』、五
十
年
七
月
補
筆
）

で
、「
島
の
果
て
」（
昭
和
二
十
三
年
一
月
『
Ｖ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
』）
や
「
ロ
ン
グ
・

高

　

木

　

伸

　

幸

梅
崎
春
生
「
桜
島
」
と
島
尾
敏
雄
「
出
孤
島
記
」

　
　
　

― 

水
上
特
攻
隊
の
描
写
を
巡
っ
て 

―
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考
は
現
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
右
に
見
る
ご
と
く
、「
桜
島
」と「
出
孤
島
記
」は
、

そ
の
舞
台
設
定
や
モ
チ
ー
フ
、
私
小
説
的
な
作
家
の
創
作
方
法
に
お
い
て
、
実

は
相
通
ず
る
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
両
作
品
の
先
行

論
に
は
、「
特
殊
な
限
界
状
況
の
中
の
生
」
を
描
い
た
小
説
と
か
、「
極
限
状
況

の
物
語
」
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
似
通
っ
た
評
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
７
）

。
ま
た

遠
丸
立
は
「
戦
争
文
学
」
を
四
つ
に
分
類
す
る
中
で
、「
桜
島
」
と
「
出
孤
島
記
」

「
出
発
は
遂
に
訪
れ
ず
」の
三
作
に
つ
い
て
、「
広
義
の
意
味
で
の
記
録
」で
あ
り
、

特
に
「
戦
争
を
主
題
に
し
た
い
わ
ば
『
私
小
説
』」
と
し
て
、
同
じ
分
類
に
収

め
て
い
る
（「『
戦
後
派
』
の
戦
争
文
学
」、
昭
和
四
十
八
年
八
月
『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』
（
８
））。

高
田
欣
一
の
指
摘
も
、
こ
れ
ら
の
考
察
と
同
じ
方
向
に
あ
ろ
う
。
批
評
や
研

究
の
場
で
併
せ
て
取
り
上
げ
ら
れ
ず
と
も
、「
桜
島
」と「
出
孤
島
記
」に
対
し
て
、

そ
の
類
似
性
を
感
じ
て
い
る
読
者
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

細
か
な
部
分
に
目
を
向
け
れ
ば
、
両
作
品
と
も
広
島
へ
の
原
爆
投
下
が
主
人

公
ら
に
通
知
さ
れ
、
そ
の
数
日
後
か
ら
三
日
間
ほ
ど
敵
機
の
襲
来
が
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。
特
に
敵
機
の
来
な
い
三
日
間
に
つ
い

て
、「
桜
島
」
で
は
「
大
挙
行
動
す
る
整
備
の
状
態
」
と
し
て
、「
出
孤
島
記
」

で
は
「
ひ
ど
く
不
吉
」
な
「
向
う
側
の
計
画
」
と
し
て
、
つ
ま
り
ど
ち
ら
の
主

人
公
も
そ
れ
が
敵
側
の
策
略
に
よ
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。「
桜
島
」も
、「
出

孤
島
記
」
も
、
同
じ
大
戦
末
期
の
海
軍
基
地
が
舞
台
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の

一
致
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
二
作
品
と
も
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
映
し

る
場
面
か
ら
物
語
は
始
ま
る
。「
私
」
が
そ
の
地
で
八
月
十
五
日
を
迎
え
る
ま

で
を
描
く
。
梅
崎
春
生
は
「
私
」
と
同
じ
く
海
軍
の
桜
島
基
地
で
終
戦
を
迎
え

た
（
３
）

。登
場
人
物
な
ど
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
も
の
の
、

作
者
の
戦
争
体
験
を
反
映
さ
せ
た
中
編
と
言
え
る
（
４
）

。

「
出
孤
島
記
」
は
「
北
部
南
西
諸
島
」
の
一
孤
島
に
設
け
ら
れ
た
海
軍
基
地

が
舞
台
。
主
人
公
「
私
」
は
九
箇
月
前
か
ら
同
基
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
物

語
の
現
在
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
に
始
ま
り
、
翌
十
四
日
の
朝
ま
で
を
描

く
。島
尾
敏
雄
は
十
九
年
十
一
月
よ
り
奄
美
加
計
呂
麻
島
の
海
軍
基
地
に
赴
き
、

そ
の
地
で
終
戦
を
迎
え
た
（
５
）
。
本
作
も
作
者
自
身
の
戦
争
体
験
を
反
映
さ
せ
た
私

小
説
的
要
素
の
濃
い
中
編
で
あ
る
。「
出
孤
島
記
」
の
続
編
に
あ
た
る
「
出
発

は
遂
に
訪
れ
ず
」（
昭
和
三
十
七
年
九
月
『
群
像
』）
で
は
、
八
月
十
四
日
の
朝

か
ら
翌
日
の
終
戦
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

つ
ま
り
梅
崎
春
生
の
「
桜
島
」
は
〈
桜
島
〉
を
、島
尾
敏
雄
の
「
出
孤
島
記
」

は
加
計
呂
麻
島
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
孤
島
」
を
、ど
ち
ら
も
南
方
（
鹿
児
島
県
）

の
「
島
（
６
）

」
に
あ
る
海
軍
基
地
を
舞
台
と
し
て
い
る
。
作
者
自
身
の
戦
争
体
験
、

終
戦
体
験
に
基
づ
き
な
が
ら
、
一
人
称
の
語
り
を
通
し
て
大
戦
末
期
の
軍
隊
生

活
を
描
い
て
い
る
。
大
き
な
枠
組
み
で
捉
え
れ
ば
、「
桜
島
」
も
、「
出
孤
島
記
」

も
、と
も
に
敗
色
が
濃
厚
な
中
で
、決
し
て
避
け
ら
れ
な
い（
と
思
わ
れ
て
い
た
）

「
死
」
と
向
か
い
合
い
、
思
い
が
け
ず
終
戦
を
迎
え
た
（
死
を
免
れ
た
）
軍
人

の
内
面
に
つ
い
て
、
私
小
説
風
に
掘
り
下
げ
た
作
品
と
言
え
よ
う
。

先
に
触
れ
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の
小
説
を
具
体
的
に
比
較
検
証
し
た
論
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素
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
「
桜
島
」
は
冒
頭
部
に
お
い
て
、「
私
」
が
「
坊
津
郵
便
局
の
女
事

務
員
と
仲
良
く
な
っ
た
」
こ
と
に
言
及
し
、
坊
津
か
ら
桜
島
へ
移
動
す
る
際
に

は
、「
私
」
が
妓
楼
に
て
、片
耳
の
無
い
「
妓
」
と
一
夜
を
過
ご
し
て
い
る
。「
桜

島
」
も
、「
出
孤
島
記
」
も
、「
限
界
状
況
」「
極
限
状
況
」
の
中
、
条
件
は
異
な

り
つ
つ
も
主
人
公
が
女
性
と
の
関
係
に
救
い
を
求
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
設
定

に
よ
り
、
戦
時
下
の
男
性
心
理
の
一
端
を
捉
え
て
い
る
点
で
は
、
や
は
り
重
な

る
も
の
が
存
し
て
い
よ
う
。

二

梅
崎
春
生
と
島
尾
敏
雄
の
交
友
関
係
を
確
か
め
つ
つ
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、「
桜
島
」
と
「
出
孤
島
記
」
以
外
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
考

え
て
み
た
い
。

梅
崎
春
生
と
島
尾
敏
雄
が
、
特
に
親
密
で
あ
っ
た
と
の
情
報
は
認
め
ら
れ
な

い
。
梅
崎
も
、
島
尾
も
、
二
人
の
交
流
に
関
わ
る
文
章
は
、
管
見
の
範
囲
で
は

全
く
残
し
て
い
な
い
（
９
）

。

し
か
し
梅
崎
春
生
と
島
尾
敏
雄
が
疎
遠
で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ

う
で
は
な
い
。
両
作
家
は
む
し
ろ
十
分
す
ぎ
る
く
ら
い
接
点
を
持
っ
て
い
た
。

ま
ず
梅
崎
と
島
尾
は
と
も
に
昭
和
二
十
三
年
六
月
、『
近
代
文
学
』
に
同
人

と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
次
い
で
梅
崎
と
島
尾
は
と
も
に
昭
和
二
十
三
年
十
二

月
、『
序
曲
』
創
刊
に
際
し
同
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。『
序
曲
』
は
一
号
で

出
し
、
当
時
の
海
軍
軍
人
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
、
特
に
心
理
面
を
掘
り
下
げ

た
小
説
で
あ
る
こ
と
を
、こ
れ
ら
細
部
の
表
現
よ
り
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
つ
の
小
説
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
場
面
も
見
ら
れ
る
。

「
桜
島
」
で
は
、「
私
」
が
基
地
内
の
「
見
張
所
」
か
ら
「
双
眼
鏡
」
を
通
し

て
「
横
合
い
の
谷
間
」
に
あ
る
「
百
姓
家
」
を
眺
め
る
。「
ど
こ
か
、遠
い
所
に
、

田
か
畠
を
持
っ
て
い
る
ら
し
く
て
、
毎
日
、
そ
こ
の
夫
婦
は
鍬
な
ど
持
っ
て
出

か
け
て
行
く
」。「
私
」
は
見
張
所
か
ら
、「
海
の
向
う
」
に
あ
る
鹿
児
島
市
の
、

空
襲
で
「
黒
く
焼
け
焦
れ
」、「
廃
墟
」
と
な
っ
た
様
子
も
眺
め
て
い
る
。

「
出
孤
島
記
」
に
お
い
て
は
、「
私
」
が
基
地
内
の
「
番
兵
塔
の
あ
る
岩
盤
の

上
か
ら
望
遠
鏡
を
出
し
て
」「
岬
の
鼻
へ
の
途
中
に
、
一
軒
だ
け
ぽ
つ
ん
と
あ

る
人
家
」
を
眺
め
る
。
そ
の
一
軒
家
に
住
む
「
初
老
の
夫
婦
」
が
「
豚
に
餌
を

や
り
、畠
を
耕
」
す
な
ど
、「
余
念
な
く
動
き
廻
っ
て
」
い
る
様
子
を
見
て
い
る
。

「
私
」
は
「
望
遠
鏡
」
を
通
し
て
、
空
襲
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、「
廃
墟
」
と
な
っ

た
「
海
峡
の
向
う
」
の
町
の
様
子
も
眺
め
て
い
る
。

極
め
て
類
似
し
た
二
つ
の
場
面
で
あ
り
、
後
者
が
前
者
の
影
響
下
に
存
す
る

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

な
お
「
出
孤
島
記
」
で
は
、「
私
」
が
島
の
娘
Ｎ
と
恋
愛
関
係
に
あ
り
、「
即

時
待
機
」
の
最
中
に
も
逢
瀬
を
重
ね
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
島
尾
敏
雄
と
ミ
ホ
夫
人
の
結
婚
以
前
、
加
計
呂
麻
島
で
の
関
係
に

基
づ
く
。「
出
孤
島
記
」
は
そ
の
側
面
に
注
目
す
れ
ば
、
た
だ
な
る
戦
争
小
説

で
な
く
、
広
義
の
恋
愛
小
説
と
も
言
い
得
る
。「
桜
島
」
に
は
、
そ
う
し
た
要
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こ
こ
で
梅
崎
春
生
の
作
品
に
目
を
向
け
る
と
、
短
編
「
蜆
」（
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
『
文
学
会
議
』）
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
存
し
て
い
る
。

俺
は
布
団
の
中
で
眼
を
堅
く
閉
じ
、
瞼
の
裏
に
咲
乱
れ
る
眼
花

0

0

を
じ
っ

と
追
っ
て
い
た
。

中
編
「
日
の
果
て
」（
昭
和
二
十
二
年
九
月
『
思
索
』）
に
も
、「
眼
花

0

0

が
暗

く
入
り
乱
れ
た
」
と
の
一
節
が
見
ら
れ
る）

14
（

。「
蜆
」
も
、「
日
の
果
て
」
も
、「
唐

草
」か
ら
一
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
集『
日
の
果
て
』（
昭
和
二
十
三
年
二
月
、

思
索
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

島
尾
敏
雄
が
、
こ
れ
ら
梅
崎
作
品
を
最
初
の
き
っ
か
け
に
「
眼
華
」
と
の
名

称
を
思
い
つ
い
た
と
考
え
る
の
は
短
絡
的
で
あ
ろ
う
。
島
尾
は
先
の
小
川
国
夫

と
の
対
談
で
、
か
つ
て
吉
本
隆
明
か
ら
「（「
眼
華
」
と
い
う
熟
語
が
）
漱
石
の

何
か
に
あ
る
」と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
、「
そ
う
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
語
っ
て
い
る
。
漱
石
の
漢
詩「
函
山
雑
詠
」（
明
治
二
十
三
年
九
月
）に
は（「
眼

華
」
で
な
く
）「
眼
花
」
と
の
表
現
が
見
ら
れ
、
杜
甫
の
漢
詩
や
島
崎
藤
村
の

小
説
に
も「
眼
花
」は
用
い
ら
れ
て
い
る）

15
（

。
さ
ら
に
岩
波
文
庫『
良
寛
詩
集
』（
昭

和
八
年
五
月
、
大
島
花
束
・
原
田
龍
平
訳
注
）
に
収
録
さ
れ
た
無
題
の
漢
詩
に

は
、表
記
も
同
じ
「
眼
華
」が
使
わ
れ
て
い
る）

16
（

。
島
尾
も
「
蜆
」や
「
日
の
果
て
」

よ
り
先
に
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
を
目
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
島
尾
敏
雄
は
そ
の
上
で
、
や
は
り
梅
崎
春
生
の
作
品
か
ら
も
影
響

を
受
け
て
い
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

梅
崎
春
生
の
「
蜆
」
で
は
、「
真
面
目
な
会
社
員
」
と
し
て
「
人
か
ら
貰
う

終
焉
し
た
同
人
誌
で
あ
る
が
、
そ
の
唯
一
の
創
刊
号
に
お
い
て
、
梅
崎
は
座
談

会
「
小
説
の
表
現
に
つ
い
て
」
に
出
席
し
、
島
尾
は
短
編
小
説
「
薬
」
を
寄
稿

し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
新
日
本
文
学
』
を
発
行
す
る
新
日
本
文
学
会
に
梅
崎
は

昭
和
二
十
三
年
六
月
に
加
入
し
、
島
尾
は
二
十
七
年
三
月
に
加
わ
っ
て
い
る
）
10
（

。

梅
崎
春
生
と
島
尾
敏
雄
は
、
と
も
に
「
戦
後
派
」
と
評
さ
れ
、
文
壇
に
登
場

し
た
作
家
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
同
じ
文
学
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
見
做
さ
れ
て

お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
同
じ
三
つ
の
同
人
誌
に
加
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
お
互
い
の
作
品
に
は
意
識
せ
ず
と
も
数
多
く
目
を
通
し
、
そ
れ
相
応
に
意

識
し
合
う
関
係
に
あ
っ
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

両
作
家
の
小
説
に
見
ら
れ
る
細
か
な
表
現
に
つ
い
て
、
少
し
具
体
的
に
比
較

し
て
み
よ
う
。

島
尾
敏
雄
は
短
編
「
唐
草
」（
昭
和
二
十
四
年
二
月
『
個
性
』）
の
中
で
、
主

人
公
「
彼
」
の
視
界
に
現
れ
る
「
持
病
の
発
作
」
に
つ
い
て
書
き
、そ
れ
を
「
眼

華
」と
称
し
て
い
る
）
11
（

。
短
編「
旅
は
妻
子
を
連
れ
て
」（
昭
和
二
十
七
年
二
月『
改

造
』）
や
長
編
『
魚
雷
艇
学
生
』（
昭
和
六
十
年
八
月
、新
潮
社
）
で
も
、そ
の
「
眼

華
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
島
尾
は
小
川
国
夫
と
の
対
談
で
、
そ
れ
が
自
身
の

持
病
で
あ
り
、「
眼
華
」
と
の
名
称
は
「
何
か
で
読
ん
だ
」
と
説
明
し
て
い
る）

12
（

。

こ
の
「
唐
草
」
等
に
描
か
れ
た
「
眼
華
」
と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
症
状
か
ら
、

正
し
く
は
「
閃
輝
性
暗
点
」
と
呼
ば
れ
る
病
で
あ
ろ
う）

13
（

。
作
中
に
記
さ
れ
た
そ

の
名
称
は
、
作
者
の
発
言
通
り
、
他
の
文
学
作
品
等
を
参
考
に
つ
け
た
も
の
と

言
え
よ
う
。
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と
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
梅
崎
も
、
島
尾
も
、「
第
三
の
新
人
」
と

称
さ
れ
る
作
家
た
ち
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
両
作
家
と
も
戦
争
文
学
か
ら
よ

り
私
小
説
的
・
日
常
的
な
作
風
へ
重
点
を
移
し
て
い
っ
た
が
故
で
あ
る）

19
（

。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
二
人
の
作
家
が
基
本
的
な
方
向
に
お
い
て
、
実
は
重
な
り
合
う

モ
チ
ー
フ
と
感
性
の
持
主
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
ご
と
く
梅
崎
春
生
と
島
尾
敏
雄
は
、
十
分
近
し
い
関
係
に
あ
る
作
家

同
士
で
あ
っ
た
。
特
に
島
尾
か
ら
見
て
、
梅
崎
は
「
島
」
の
海
軍
基
地
で
終
戦

を
迎
え
る
類
似
し
た
体
験
を
持
ち
な
が
ら
、
少
し
だ
け
先
ん
じ
て
文
壇
に
登
場

し
た
先
輩
作
家
で
あ
っ
た
。
島
尾
は
梅
崎
作
品
に
対
し
て
決
し
て
無
関
心
で
な

く
、
少
な
く
と
も
看
過
で
き
な
い
存
在
と
捉
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
出
孤

島
記
」
は
、
島
尾
の
そ
の
よ
う
な
梅
崎
文
学
へ
の
関
心
、
こ
と
に
「
桜
島
」
の

影
響
下
に
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
島
尾
敏
雄
は
後
年
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
録
「
戦
後
の
文
学
を
語
る
―
第

五
回
」（
昭
和
五
十
一
年
六
月
『
三
田
文
学
』、
聞
き
手
・
岩
松
研
吉
郎
）
で
、

梅
崎
春
生
の
作
品
に
対
し
て
「
あ
ま
り
読
め
な
い
」
と
言
い
、「『
桜
島
』
も
読

ん
だ
は
ず
で
す
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
印
象
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
話
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、自
身
が
書
評
を
書
い
た
梅
崎
の
長
編「
砂
時
計）

20
（

」（
昭

和
二
十
九
年
八
月
〜
三
十
年
七
月
『
群
像
』）
に
触
れ
つ
つ
、梅
崎
作
品
の
「
軽

み
」「
ユ
ー
モ
ア
」
が
「
苦
手
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
島
尾
敏
雄
の
発
言
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
「
桜
島
」
に
対
し
て
額
面

通
り
受
け
取
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。「
桜
島
」
は
梅
崎
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
で

側
よ
り
や
る
方
に
な
り
た
い
」
と
考
え
、
喜
び
も
な
く
善
行
に
努
め
る
「
男
」

（「
俺
」）
に
対
し
て
、
語
り
手
「
僕
」
が
「
お
前
も
相
当
な
偽
者

0

0

」
だ
と
呼
び

か
け
て
い
る
。
右
に
挙
げ
た「
眼
花
」は
、「
男
」が「
喜
び
を
伴
わ
ぬ
善
」は「
擬

態
」
だ
と
考
え
直
す
際
に
記
さ
れ
て
い
る
。

対
し
て
島
尾
敏
雄
の
「
唐
草
」
は
、
性
へ
の
恐
れ
を
抱
き
、
勉
強
に
も
手
が

つ
か
な
い
中
学
生
の
「
彼
」
を
主
人
公
に
据
え
、「
に
せ
者

0

0

0

の
彼
」「
に
せ
も
の

0

0

0

0

の
僕
」
と
称
し
て
い
る
。「
眼
華
」
は
、
そ
の
「
彼
」
の
内
面
と
併
せ
て
描
か

れ
る
の
で
あ
る
。ま
た「
唐
草
」に「
擬
態
」と
の
表
現
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
唐
草
」

か
ら
間
も
な
い
時
期
に
書
か
れ
た
短
編
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
蜘
蛛
の
子
ら）

17
（

」（
昭

和
二
十
四
年
七
月
『
近
代
文
学
』）
を
初
め
、
多
く
の
島
尾
作
品
で
「
擬
態
」

と
い
う
熟
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
梅
崎
春
生
に
は
短
編
「
贋
の
季
節
」（
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
『
日

本
小
説
』）、
島
尾
敏
雄
に
は
長
編
『
贋
学
生
』（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
書
き

下
ろ
し
、
河
出
書
房
）
と
い
う
、
と
も
に
タ
イ
ト
ル
に
「
贋
」
の
表
記
を
含
め

た
小
説
が
、
お
よ
そ
三
年
の
間
を
置
い
て
存
し
て
い
る
。

「
偽
者
」（「
に
せ
も
の
」）
と
「
擬
態
」
は
、
他
に
も
梅
崎
と
島
尾
の
作
品
に

共
通
し
て
多
く
認
め
ら
れ
る
表
現
、
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る）

18
（

。
こ
れ
ら
が
偶
然
の

一
致
と
考
え
る
の
は
、
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
昭
和
二
十
年
代
末
に
至
る
と
、
梅
崎
春
生
は
、「
戦
後
派
」
に
続

い
て
文
壇
に
登
場
し
た「
第
三
の
新
人
」の
兄
貴
分
と
も
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
島
尾
敏
雄
も
、
や
は
り
同
じ
時
期
か
ら
「
第
三
の
新
人
」
に
属
す
る
作
家
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島
尾
敏
雄
は
梅
崎
春
生
の
「
桜
島
」
に
初
め
て
出
会
っ
た
際
、
大
枠
に
お
い

て
は
そ
の
主
人
公
に
関
わ
る
設
定
に
自
ら
を
重
ね
、
共
感
を
催
さ
れ
つ
つ
も
、

同
時
に
細
か
な
部
分
で
自
分
と
の
違
い
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。

「
桜
島
」
と
「
出
孤
島
記
」
に
つ
い
て
、
主
人
公
が
置
か
れ
た
立
場
を
巡
っ

て
如
何
な
る
表
現
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
か
、少
し
詳
し
く
確
か
め
て
み
た
い
。

例
え
ば
「
桜
島
」
で
は
、
見
張
所
の
「
男
」
が
、「
特
攻
隊
、
あ
れ
は
ひ
ど

い
で
す
ね
」
と
口
に
し
た
上
で
、「
私
」
に
向
か
っ
て
「
一
語
一
語
お
さ
え
つ

け
る
よ
う
に
」、
次
の
通
り
語
っ
て
い
る
。

「
木
曽
義
仲
、
あ
れ
が
牛
に
松
明
つ
け
て
敵
陣
に
放
し
た
で
し
ょ
う
。
あ

の
牛
、
特
攻
隊
が
あ
れ
で
す
ね
。
そ
れ
を
思
う
と
、
私
は
ほ
ん
と
に
特
攻

隊
の
若
者
が
可
哀
そ
う
で
す
よ
。
何
に
も
知
ら
ず
に
死
ん
で
行
く

―
」

「
男
」
は
さ
ら
に
「
滅
亡
の
美
し
さ
」
を
語
り
、「
廃
墟
と
い
う
も
の
は
、
実

に
美
し
い
」
と
付
け
足
し
て
い
る
。
双
眼
鏡
で
「
私
」
が
百
姓
家
を
眺
め
る
場

面
は
、
こ
の
直
後
で
あ
る
。

ま
た
「
桜
島
」
で
は
、
別
の
場
面
に
お
い
て
、「
私
」
が
特
攻
隊
に
使
用
さ

れ
る
古
ぼ
け
た
練
習
機
を
目
に
し
、「
そ
の
機
に
搭
乗
し
て
い
る
若
い
飛
行
士

の
こ
と
を
想
像
」
す
る
。
そ
の
上
で
、「
私
」
の
回
想
が
以
下
の
よ
う
に
詳
述

さ
れ
る
。坊

津
の
基
地
に
い
た
時
、
水
上
特
攻
隊
員
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。（
中

略
）
国
民
学
校
の
前
に
茶
店
風
の
家
が
あ
っ
て
、そ
の
前
に
縁
台
を
置
き
、

二
三
人
の
特
攻
隊
員
が
腰
か
け
、
酒
を
の
ん
で
い
た
。
二
十
歳
前
後
の
若

あ
り
、
後
に
一
部
の
梅
崎
作
品
に
見
ら
れ
た
「
軽
み
」「
ユ
ー
モ
ア
」
が
ま
だ

表
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
む
し
ろ
対
極
の
、
島
尾
好
み
の
生
真

面
目
な
作
風
と
さ
え
言
い
得
る
。
に
も
拘
ら
ず
「
桜
島
」
に
つ
い
て
、
そ
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
の
は
、何
か
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
島
尾
の
「
桜
島
」

に
対
す
る
関
心
が
必
ず
し
も
肯
定
的
な
そ
れ
で
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
否

定
的
で
、
反
撥
す
る
要
素
も
含
ん
で
い
た
た
め
で
は
な
い
か
。

「
桜
島
」
と
「
出
孤
島
記
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
相
違
点
に
目
を
向
け
な
が

ら
再
考
し
て
み
た
い
。

三

既
に
記
し
た
通
り
「
桜
島
」
と
「
出
孤
島
記
」
で
は
、
ど
ち
ら
も
海
軍
基
地

を
舞
台
と
し
て
い
る
。
し
か
し
主
人
公
が
そ
の
中
で
受
け
持
つ
役
職
、
立
場

は
同
じ
で
な
い
。「
桜
島
」
の
「
私
」
は
通
信
科
所
属
の
「
暗
号
員
」
で
あ
り
、

応
召
さ
れ
て
海
軍
に
入
っ
た
「
兵
曹
」（
下
士
官
）
で
あ
る
。「
出
孤
島
記
」
の

「
私
」
は
「
自
殺
艇
乗
組
員
」（
水
上
特
攻
隊
員
）
で
あ
り
、
学
徒
出
身
の
士
官

と
し
て
「
隊
長
」
の
立
場
に
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
両
作
品
の
主
人
公
に
関
わ
る

設
定
は
、
も
ち
ろ
ん
梅
崎
春
生
と
島
尾
敏
雄
の
海
軍
に
お
け
る
経
験
を
反
映
し

て
い
る
。
梅
崎
は
昭
和
十
九
年
六
月
に
応
召
さ
れ
、
翌
年
五
月
に
海
軍
二
等
兵

曹
と
な
っ
た）

21
（

。
島
尾
は
十
八
年
十
月
、
海
軍
予
備
学
生
を
志
願
し
、
翌
年
五
月

に
少
尉
に
任
官
。
十
月
に
は
水
上
特
攻
隊
で
あ
る
第
十
八
震
洋
隊
の
指
揮
官
と

な
っ
た）

22
（

。
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に
身
を
置
き
な
が
ら
、
そ
の
精
神
（
引
用
者
注
、「
体
当
り
で
行
く
」
こ
と
）

が
判
ら
ん
の
か
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
。
し
か
し
「
桜

島
」
で
は
、
こ
れ
ら
を
除
い
て
、
特
攻
隊
員
へ
の
詳
し
い
記
述
は
な
く
、
特
に

桜
島
基
地
の
場
面
は
、
そ
こ
に
居
る
は
ず
の
特
攻
隊
員
が
一
度
も
顔
を
見
せ
な

い
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
数
少
な
い
描
写
の
中
で
、「
坊
津
の
基
地
」
に

お
け
る
そ
れ
は
、
梅
崎
春
生
が
特
攻
隊
員
を
批
判
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ

る）
23
（

。
も
ち
ろ
ん
、
梅
崎
は
特
攻
隊
員
を
批
判
し
て
い
る
の
で
な
く
、
特
攻
隊
員

に
そ
の
よ
う
な
表
情
、言
動
を
生
ぜ
し
め
る
戦
争
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
桜
島
」
は
暗
号
員
で
あ
る
「
私
」
の
視
点
よ
り
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

か
く
な
る
表
現
も
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

だ
が
、
特
攻
隊
の
経
験
者
に
と
っ
て
は
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。「
震
洋
艇
」

に
乗
る
特
攻
隊
員
で
あ
っ
た
島
尾
敏
雄
は
、
終
戦
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
こ
の

よ
う
な
「
桜
島
」
の
表
現
と
接
し
て
、
い
さ
さ
か
納
得
で
き
な
い
気
持
ち
を
、

大
事
な
説
明
が
欠
落
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
不
満
を
抱
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
ま

い
か
。「
出
孤
島
記
」
は
水
上
特
攻
隊
長
の
視
点
か
ら
、「
桜
島
」
と
は
異
な
る

表
現
を
志
向
し
た
側
面
を
持
と
う
。
同
作
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
部
分
を
当
事

者
の
立
場
か
ら
描
き
、
明
る
み
に
出
し
た
小
説
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
「
出
孤
島
記
」
で
は
、「
私
」
が
隊
長
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
孤
島
の

基
地
に
「
百
八
十
人
」
の
隊
員
が
お
り
、
そ
の
総
員
の
「
四
分
の
一
ば
か
り
」

が
「
自
殺
艇
乗
組
員
」
だ
と
記
す
。「
自
殺
艇
乗
組
員
」
以
外
に
は
、「
整
備
員
」

や
「
本
部
要
員
」、
つ
ま
り
「
医
務
員
、
通
信
員
、
烹
炊
員
、
経
理
員
」
が
存

者
で
あ
る
。
白
い
絹
の
マ
フ
ラ
ー
が
、
変
に
野
暮
っ
た
く
見
え
た
。
皆
、

皮
膚
の
ざ
ら
ざ
ら
し
た
、
そ
し
て
荒
ん
だ
表
情
を
し
て
い
た
。
そ
の
中
の

一
人
は
、
何
か
猥
雑
な
調
子
で
流
行
歌
を
甲
高
い
声
で
歌
っ
て
い
た
。
何

か
言
っ
て
は
笑
い
合
う
そ
の
声
に
、
何
と
も
言
え
な
い
い
や
な
響
き
が

あ
っ
た
。
／
（
こ
れ
が
、
特
攻
隊
員
か
）
／
丁
度
、
色
気
付
い
た
田
舎
の

青
年
の
感
じ
で
あ
っ
た
。
わ
ざ
と
帽
子
を
阿
弥
陀
に
か
ぶ
っ
た
り
、
白
い

マ
フ
ラ
ー
を
伊
達
者
ら
し
く
纏
え
ば
纏
う
ほ
ど
、
泥
臭
く
野
暮
に
見
え

た
。（
中
略
）
／
私
の
胸
に
湧
き
上
っ
て
来
た
の
は
、
悲
し
み
と
も
憤
り

と
も
つ
か
ぬ
感
情
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
欣
然
と
死
に
赴
く
と
い
う
こ
と

が
、
必
ず
し
も
透
明
な
心
情
や
環
境
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
な
い
こ
と
は
想

像
は
出
来
た
が
、
し
か
し
眼
の
あ
た
り
に
見
た
此
の
風
景
は
、
何
か
嫌
悪

す
べ
き
体
臭
に
満
ち
て
い
た
。
基
地
隊
の
方
に
向
っ
て
、
う
な
だ
れ
て
私

は
帰
り
な
が
ら
、
美
し
く
生
き
よ
う
、
死
ぬ
時
は
悔
な
い
死
に
方
を
し
よ

う
、
そ
の
事
の
み
を
思
い
つ
め
て
い
た
。

―

「
私
」
が
新
た
に
着
任
し
た
桜
島
基
地
と
、
前
任
地
の
坊
津
基
地
は
、
実
は

ど
ち
ら
も
「
水
上
特
攻
基
地
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
右
の
二
つ
の
引
用
部

の
他
、
桜
島
基
地
へ
向
か
う
「
私
」
が
「
回
天
や
震
洋
艇
の
修
理
の
た
め
に
派

遣
さ
れ
る
」
六
名
の
補
充
兵
と
同
行
し
て
い
る
こ
と
や
、
物
語
の
結
末
近
く
で

米
軍
の
上
陸
を
想
定
し
た
「
私
」
が
「
此
処
は
水
上
特
攻
基
地
だ
か
ら
、
震
洋

艇
か
回
天
が
再
び
還
ら
ぬ
出
発
を
し
た
後
は
、
も
は
や
任
務
は
無
い
筈
で
あ
っ

た
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
吉
良
兵
曹
長
が
「
私
」
に
「
水
上
特
攻
基
地
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「
桜
島
」
で
は
、「
私
」
が
双
眼
鏡
で
百
姓
家
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
百
姓
家

で
先
日
起
こ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
、
見
張
役
の
「
男
」
か
ら
説
明
を
聞
く
。

お
爺
さ
ん
が
首
吊
り
を
し
よ
う
と
す
る
も
、
孫
に
目
撃
さ
れ
留
ま
っ
た
顚
末
を

「
男
」
は
語
り
、「
残
酷
な
、
と
い
う
気
が
し
た
」
と
締
め
く
く
る
。「
私
」
は

そ
の
際
に
、「
男
」
に
「
嫌
悪
を
感
じ
」
て
い
る
。

「
出
孤
島
記
」
に
お
い
て
は
、「
私
」
が
「
一
軒
家
」
を
望
遠
鏡
で
眺
め
て
い

る
際
に
米
軍
の
編
隊
が
現
れ
、「
防
空
壕
に
逃
げ
て
行
く
」
老
夫
婦
の
姿
を
目

に
す
る
。
そ
し
て
「
彼
等
の
、
空
襲
を
恐
れ
あ
わ
て
る
こ
と
の
大
げ
さ
な
こ
と

が
、
私
の
心
の
傷
を
妙
な
具
合
に
治
癒
し
て
呉
れ
た
」、「
一
組
の
夫
婦
の
爆

音
に
お
び
え
る
そ
の
姿
は
、
見
て
い
て
気
持
の
よ
い
も
の
だ
」
と
記
す
。

場
面
全
体
と
し
て
は
後
者
に
よ
る
前
者
の
模
倣
を
思
わ
せ
な
が
ら
、
そ
こ
に

見
る
そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
公
の
内
面
に
は
、「
嫌
悪
」
と
「
気
持
の
よ
い
も
の
」

と
い
う
、
対
照
的
な
表
現
が
為
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
桜
島
」
の
「
私
」
が
「
男
」
の
説
明
に
「
嫌
悪
」
を
感
じ
た
の
は
、「
男
」

が
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
自
ら
の
死
を
「
滅
亡
の
美
し
さ
」
と
結
び
付
け
、
無
理
に

で
も
納
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。「
私
」
は
「
男
」
が
グ
ラ
マ

ン
の
機
銃
掃
射
を
受
け
て
命
を
落
と
し
た
際
、「
滅
亡
が
、
な
ん
で
美
し
く
あ

り
得
よ
う
」
と
感
じ
て
い
る
。
作
者
が
「
男
」
を
批
判
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
水
上
特
攻
隊
員
へ
の
「
嫌
悪
」
と
同
様
に
、「
男
」
を
そ

の
よ
う
な
心
境
に
陥
ら
せ
た
戦
争
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る）

25
（

。

対
し
て
「
出
孤
島
記
」
で
は
、「
私
」
が
夫
婦
者
の
慌
て
ふ
た
め
く
よ
う
な

す
る
。
こ
の
中
、「
通
信
員
」
は
、「
桜
島
」
で
い
う
「
暗
号
員
」
で
あ
る
。
自

殺
艇
乗
組
員
は
「
自
分
ら
が
そ
の
任
務
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
特
権
の
意
識

を
抱
き
、他
の
隊
員
と
の
間
に
待
遇
の
峻
別
を
期
待
し
て
い
た
」。そ
れ
故
に「
本

部
要
員
」
ら
と
の
間
に
「
一
種
の
対
立
」
が
「
ぶ
す
ぶ
す
い
ぶ
り
始
め
出
し
て

も
い
た
」。

島
尾
敏
雄
は
こ
の
小
説
で
、
水
上
特
攻
隊
員
以
外
の
基
地
構
成
員
に
触
れ
、

し
か
も
特
攻
隊
員
の
他
隊
員
に
対
す
る
特
権
意
識
を
明
か
し
て
い
る
。「
桜
島
」

の
「
私
」
が
特
攻
隊
員
に
抱
い
た
「
嫌
悪
」
の
原
因
の
一
端
が
、
こ
の
よ
う
な

形
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
「
出
孤
島
記
」
の
「
私
」
は
水
上
特
攻
隊
の
隊
長
と
し
て
、「
明
け
て

も
暮
れ
て
も
或
る
命
令
を
待
ち
、
そ
れ
の
対
策
ば
か
り
、
空
し
く
胸
算
用
で
繰

返
し
て
い
た
」。
そ
の
結
果
と
し
て
「
神
経
衰
弱
に
陥
っ
て
」
お
り
、「
食
欲
が

減
じ
、
顔
色
が
蒼
白
く
な
っ
て
来
た
」。
そ
の
「
私
」
の
相
貌
は
、「
桜
島
」
に

描
か
れ
た
水
上
特
攻
兵
た
ち
の
そ
れ
と
通
じ
て
い
る
。

島
尾
は
自
ら
の
経
験
に
拠
り
な
が
ら
特
攻
隊
員
の
心
の
内
部
に
ま
で
踏
み
込

み
、
彼
ら
が
な
ぜ
「
荒
ん
だ
表
情
」
を
見
せ
る
の
か
、
そ
の
不
健
全
で
苦
し
い

精
神
状
態
を
明
る
み
に
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
「
桜
島
」の
「
私
」

が
特
攻
隊
員
に
抱
い
た
「
嫌
悪
」
の
原
因
に
つ
い
て
、
詳
し
く
深
い
部
分
か
ら

説
明
を
加
え
た
表
現
と
言
え
よ
う
。

先
に
見
た
二
つ
の
場
面
、「
桜
島
」
の
「
見
張
所
」
と
「
出
孤
島
記
」
の
「
番

兵
塔
」
を
改
め
て
比
較
し
て
み
た
い）

24
（

。
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一
軍
人
の
立
場
か
ら
表
し
て
い
る
。
島
尾
が
当
時
、
戦
争
や
軍
隊
を
単
純
に
肯

定
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
は
決
し
て
な
い
。「
出
孤
島
記
」
に
は
、
特
攻
戦

の
「
命
令
を
出
す
者
へ
の
疑
い
」
や
水
上
特
攻
の
効
果
に
対
す
る
疑
念
等
も
確

実
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
「
私
」
は
学
徒
出
身
の
士
官
と
し
て
、
自
ら

の
「
性
格
」
に
よ
っ
て
「
隊
風
が
出
来
上
っ
て
」
し
ま
う
こ
と
、
い
わ
ば
隊
長

と
し
て
の
自
分
の
適
性
、
能
力
へ
の
不
安
も
語
り
、
こ
の
小
説
の
思
索
的
な
傾

向
を
深
め
て
い
る）

26
（

。
そ
の
上
で
な
お
、
梅
崎
と
島
尾
で
は
、
前
者
の
方
が
反
戦
、

厭
戦
を
よ
り
直
接
表
に
出
し
や
す
い
位
置
に
存
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
戦
末
期
の
日
本
人
が
戦
争
に
対
し
て
実
際
に
如
何

な
る
心
境
を
抱
い
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
経
験
に
基
づ
い
て
表
現

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

両
作
品
の
主
人
公
が
女
性
と
の
関
係
を
持
つ
場
面
に
つ
い
て
も
補
っ
て
お
き
た

い
。
そ
れ
ら
は
戦
時
下
に
お
け
る
男
性
心
理
の
一
端
を
捉
え
た
点
で
重
な
り
つ
つ

も
、
や
は
り
主
人
公
お
よ
び
作
者
の
立
場
の
違
い
が
そ
こ
に
は
表
れ
て
い
る
。

「
桜
島
」
の
「
私
」
は
、「
目
に
見
え
ぬ
何
物
か
が
次
第
に
輪
を
狭
め
て
身
体

を
緊
め
つ
け
て
来
る
」
の
を
「
痛
い
ほ
ど
感
じ
」、「
歯
ぎ
し
り
す
る
よ
う
な
気

持
で
」「
連
日
遊
び
呆
け
た
」。
坊
津
郵
便
局
の
女
事
務
員
と
は
、
そ
う
し
た
心

境
の
中
で
「
仲
良
く
な
っ
た
」。
片
耳
の
無
い
「
妓
」
と
一
夜
を
過
ご
し
た
際

に
は
、「
私
」
は
「
俄
か
に
憤
怒
に
似
た
故
知
ら
ぬ
激
し
い
感
傷
」
を
抱
き
、「
青

春
を
荒
廃
さ
せ
尽
し
た
ま
ま
、
異
土
に
死
ん
で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
運
命
に
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
。
つ
ま
り
「
私
」
は
戦
争
で
不
本
意
な
死
を
迎
え
ね

姿
を
見
て
、
な
ぜ
「
気
持
の
よ
い
も
の
」
を
感
ず
る
の
か
、
い
ま
一
つ
分
か
り

に
く
い
。
し
か
し
、「
心
の
傷
」と
記
し
て
い
る
通
り
、先
に
触
れ
た「
私
」の「
神

経
衰
弱
」
と
そ
れ
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
内
面
描
写
の
相
違
に
も
、
主
人
公
お
よ
び
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
海
軍
内

に
お
け
る
立
場
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
す
な
わ

ち
「
桜
島
」
に
お
け
る
「
私
」
の
「
嫌
悪
」
に
は
、
自
ら
戦
争
に
参
加
し
た
の

で
は
な
い
、
国
家
か
ら
応
召
さ
れ
た
下
士
官
と
し
て
の
目
線
が
表
れ
て
い
る
。

一
方
「
出
孤
島
記
」
の
「
私
」
が
抱
え
る
「
心
の
傷
」
に
は
、
学
徒
士
官
、
そ

れ
も
特
攻
隊
長
と
し
て
、
特
攻
戦
を
否
定
で
き
な
い
立
場
が
関
わ
っ
て
い
る
。

「
私
」
は
特
攻
戦
に
つ
い
て
「
誰
か
の
命
令
に
拘
わ
り
、
そ
の
命
令
に
忠
実
で

あ
ろ
う
と
し
て
い
た
」、「
も
う
そ
の
他
に
ど
ん
な
道
も
自
分
に
許
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
た
」。
そ
の
こ
と
が
不
健
全
な
精
神
状
態
に
よ
り

一
層
拍
車
を
掛
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
出
孤
島
記
」
の
続
編
「
出
発
は
遂
に
訪
れ
ず
」
を
見
る
と
、
八

月
十
三
日
に
下
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
特
攻
隊
発
進
の
命
令
が
結
局
は
出
ず
、
即

時
待
機
の
ま
ま
十
四
日
の
朝
を
迎
え
、「
私
」
は
「
私
の
死
の
完
結
が
美
し
さ

を
失
う
」
と
考
え
て
い
る
。「
桜
島
」
の
「
私
」
と
は
正
反
対
に
、「
出
孤
島
記
」

の
「
私
」
は
特
攻
戦
に
よ
る
死
を
「
滅
亡
の
美
し
さ
」
と
捉
え
、
だ
か
ら
こ
そ

遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

梅
崎
春
生
は
自
分
の
意
志
と
は
無
関
係
に
徴
兵
さ
れ
た
一
国
民
と
し
て
戦
争

を
描
い
て
い
る
。
対
し
て
、
島
尾
敏
雄
は
自
ら
志
願
し
て
戦
争
に
身
を
投
じ
た
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し
か
し
、
そ
う
し
た
特
攻
隊
員
の
姿
は
、
こ
の
小
説
で
は
何
故
か
一
切
登
場
し

な
い
。
代
わ
り
に
実
際
は
「
夜
光
虫
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
「
私
」
が
「
す

べ
て
は
茶
番
に
過
ぎ
な
い
」
と
感
じ
、「
苦
い
笑
い
」
を
「
生
理
的
な
発
作
の

よ
う
に
」
浮
か
べ
て
い
る
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
梅
崎
春
生
の
国
家
、
軍

部
へ
の
批
判
的
な
視
線
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
島
尾
敏
雄
か
ら

見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
特
攻
隊
に
目
を
瞑
る
ご
と
き
「
桜
島
」
の
表
現
は
、
や

は
り
受
け
入
れ
が
た
く
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
今
度
は
「
出
孤
島
記
」
の
物
語
終
盤
を
見
て
み
た
い
。

八
月
十
三
日
夕
方
、「
私
」
は
特
攻
戦
発
動
の
命
令
を
受
け
取
る
。
士
官
室

で
自
殺
艇
に
乗
り
込
む
準
備
を
す
る
「
私
」
の
心
境
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。

私
は
部
屋
の
中
で
死
装
束
を
つ
け
た
。
つ
ま
り
自
殺
艇
に
乗
込
む
為
の

服
装
に
な
っ
た
。
此
の
一
ぺ
ん
限
り
の
時
の
為
に
、
い
つ
も
お
さ
ら
い
を

し
て
い
た
順
序
で
、
ふ
だ
ん
の
略
服
の
上
に
、
飛
行
服
を
か
ぶ
っ
た
。
私

は
そ
の
時
に
、
袖
や
ズ
ボ
ン
に
手
足
が
う
ま
く
は
い
ら
な
い
よ
う
な
こ
と

に
な
る
こ
と
を
ど
ん
な
に
怖
れ
た
ろ
う
。
然
し
そ
れ
も
、
ど
う
や
ら
右
左

を
間
違
え
ず
に
着
け
了
る
こ
と
が
出
来
た
。
た
だ
ふ
と
気
持
が
内
に
向
く

あ
の
自
分
の
体
臭
を
し
み
じ
み
と
嗅
ぐ
気
分
の
中
で
、
も
う
こ
の
服
も
脱

ぐ
こ
と
は
な
い
の
だ
と
い
う
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
れ
た
寂
し
さ
を
感
じ

た
。（
中
略
）
力
が
手
足
か
ら
抜
け
て
し
ま
っ
て
、し
び
れ
た
よ
う
に
ぐ
っ

た
り
と
な
っ
て
い
る
自
分
の
肉
体
を
感
じ
な
が
ら
、
然
し
次
第
に
い
つ
も

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
中
で
女
性
と
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
。「
桜
島
」

に
登
場
す
る
二
人
の
女
性
は
、「
私
」
の
戦
争
、
軍
部
に
対
す
る
、
い
わ
ば
被

害
者
意
識
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

対
し
て
「
出
孤
島
記
」
の
「
私
」
は
、
Ｎ
と
の
逢
瀬
の
際
に
も
「（
自
分
が
）

居
な
い
間
に
ど
ん
な
事
態
が
隊
内
で
生
じ
て
い
る
か
も
分
ら
な
い
」、「
司
令

部
か
ら
私
に
呼
出
し
が
か
か
っ
て
い
る
か
も
分
ら
な
い
」、「
新
し
い
命
令
が

来
て
い
る
か
も
分
ら
な
い
」
と
考
え
て
し
ま
う
。
Ｎ
の
顔
を
見
て
も
心
は
癒
さ

れ
ず
、
む
し
ろ
「
隊
に
走
り
帰
り
た
い
気
持
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
」。

つ
ま
り
、「
私
」
と
Ｎ
と
の
関
係
は
、恋
愛
感
情
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
以
上
に
、

「
私
」の
特
攻
隊
長
と
し
て
の
心
情
を
よ
り
深
め
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。「
私
」

は
自
ら
志
願
し
て
戦
争
に
身
を
投
じ
た
特
攻
隊
長
と
し
て
、
如
何
な
る
時
に
も

そ
の
責
務
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
桜
島
」
の
物
語
中
盤
に
目
を
向
け
た
い
。
大
島
見
張
所
か
ら
「
敵

船
団
三
千
隻
見
ユ
」と
の「
作
戦
特
別
緊
急
電
報
」が
届
く
。「
此
の
部
隊
に
も
、

先
刻
佐
鎮
か
ら
、
即
時
待
機
の
命
令
が
出
た
。
今
頃
は
、
整
備
兵
ら
が
起
さ
れ

て
、仕
事
に
か
か
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
」。
だ
が
、実
際
は
「
敵
船
団
」
で
な
く
、

見
張
所
が
「
夜
光
虫
」
を
見
誤
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

桜
島
は
水
上
特
攻
基
地
で
あ
る
故
に
、
こ
こ
で
「
整
備
兵
ら
」
が
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
、「
回
天
」「
震
洋
」
と
い
う
特
攻
艇
の
「
整
備
」
と
言
え
る
。
従
っ

て
こ
の
晩
、
桜
島
基
地
で
は
、
特
攻
隊
員
ら
が
直
ち
に
発
進
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
特
別
な
時
間
を
迎
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
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四
月
『
文
芸
』）
で
、
自
ら
の
戦
争
体
験
と
創
作
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
前
略
）
自
分
が
将
校
の
体
験
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
ね
、
戦
争
の
と
き

の
体
験
に
取
材
し
て
小
説
を
書
く
場
合
に
、
非
常
に
忸
怩
た
る
も
の
が
あ

る
ね
。
は
た
し
て
小
説
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
ね
。
だ
け
れ
ど
も

そ
れ
と
同
時
に
、
今
度
は
ま
た
、
将
校
で
な
く
て
下
士
官
で
あ
っ
た
人
た

ち
が
、
ま
っ
た
く
そ
れ
に
寄
り
か
か
っ
て
、
そ
れ
は
も
う
片
言
隻
句
と
い

う
か
、
咳
ひ
と
つ
し
て
も
小
説
に
な
る
ん
だ
な
、
な
る
よ
う
に
思
う
ん
だ
、

ぼ
く
は
。
そ
れ
を
ま
た
、
そ
の
ま
ま
気
安
く
書
い
て
い
る
と
反
撥
も
あ
る

ん
だ
け
れ
ど
も
ね
。

島
尾
敏
雄
は
自
ら
の
将
校
（
士
官
）
体
験
に
比
し
て
、
下
士
官
の
経
験
は
小

説
に
な
り
や
す
い
と
考
え
て
い
た
。
右
に
見
る
「
下
士
官
で
あ
っ
た
人
た
ち
」

の
一
人
が
梅
崎
春
生
で
あ
り
、「
そ
れ
に
寄
り
か
か
っ
て
」
書
い
た
小
説
と
し

て
「
桜
島
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
島
尾
敏
雄
は
「
出
孤
島
記
」
の
執
筆
に
臨
ん
で
、自
分
と
同
じ
「
島
」

で
の
海
軍
経
験
を
持
つ
先
輩
作
家
と
し
て
梅
崎
春
生
に
注
目
し
、「
桜
島
」
と

類
似
し
た
舞
台
設
定
を
選
び
な
が
ら
も
、「
出
孤
島
記
」
の
方
が
「
桜
島
」
よ

り
小
説
化
に
は
困
難
が
伴
う
と
感
じ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

先
に
も
見
た
通
り
「
桜
島
」
と
「
出
孤
島
記
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作
者
の
海

軍
内
に
お
け
る
立
場
を
主
人
公
に
反
映
さ
せ
た
結
果
、
国
家
、
軍
部
、
戦
争
に

対
す
る
主
人
公
の
姿
勢
は
対
照
的
と
な
っ
た
。
実
際
に
ど
ち
ら
が
創
作
困
難
で

の
時
の
平
常
な
気
持
を
取
戻
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
喜
ん
だ
。
誰
の
為
に
喜

ん
だ
の
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
。

「
自
殺
艇
乗
組
員
た
ち
」
は
「
整
備
隊
員
」
ら
の
協
力
で
、
艇
の
「
整
備
」

を
進
め
た
。
だ
が
、
発
進
の
命
令
は
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、
八
月
十
四
日
の
朝
を

迎
え
る
。「
私
」
は
「
身
体
の
す
み
ず
み
が
解
け
て
伸
び
や
か
に
な
り
、
充
実

し
た
肉
体
が
、
今
日
も
未
だ
自
分
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
し
び
れ
る
ほ
ど

の
安
堵
の
中
に
浸
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
」。
同
時
に
「
虚
脱
し
た
よ

う
な
空
虚
な
感
じ
」
も
抱
い
て
い
た
。

待
ち
続
け
た
死
の
時
を
遂
に
迎
え
、
そ
れ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
き
た
自
分
の

姿
と
今
の
自
分
を
重
ね
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
冷
静
で
あ
ろ
う
と
す
る
「
私
」

の
心
境
が
、
特
攻
服
を
着
用
す
る
過
程
に
託
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
覚
悟

を
決
め
た
死
が
結
局
は
訪
れ
ず
、「
安
堵
」
す
る
思
い
と
同
時
に
、
空
虚
感
に

も
襲
わ
れ
る
と
い
う
、当
事
者
の
み
が
知
り
得
る
複
雑
な
心
情
も
確
認
さ
れ
る
。

特
攻
戦
を
果
し
て
「
誰
の
為
に
」
遂
行
す
る
の
か
、
実
は
理
解
で
き
ぬ
ま
ま
で

あ
っ
た
、
そ
の
心
の
裡
の
疑
問
も
そ
れ
と
な
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
桜
島
」
で
「
即
時
待
機
」
の
指
示
が
出
さ
れ
た
際
に
も
、
こ
の
よ
う
な
特

攻
隊
員
の
姿
が
実
際
に
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
出
孤
島
記
」は
、「
桜

島
」
で
は
見
え
な
い
部
分
を
か
く
の
ご
と
く
表
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

島
尾
敏
雄
は
安
岡
章
太
郎
と
の
対
談
「
怯
え
に
つ
い
て
」（
昭
和
四
十
七
年
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『
贋
学
生
』
を
書
い
た
。
そ
の
約
六
年
後
、
梅
崎
春
生
は
松
平
家
御
曹
子
の

「
ニ
セ
モ
ノ
」
を
主
人
公
に
据
え
た
長
編
「
つ
む
じ
風
」（
昭
和
三
十
一
年
三
月

二
十
三
日
〜
十
一
月
十
八
日
『
東
京
新
聞
』）
を
連
載
し
た
。「
つ
む
じ
風
」
に

は
、『
贋
学
生
』
を
彷
彿
さ
せ
る
表
現
が
い
く
つ
も
認
め
ら
れ
る
。
島
尾
か
ら

梅
崎
へ
及
ぼ
し
た
影
響
を
窺
わ
せ
る
が
、そ
の
考
察
は
後
の
機
会
に
俟
ち
た
い
。

注（
１
）
梅
崎
春
生
は
大
正
四
年
二
月
十
五
日
生
れ
。「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」（
昭
和
二
十
九
年
八

月
『
新
潮
』）
で
第
三
十
二
回
直
木
賞
、「
砂
時
計
」（
昭
和
二
十
九
年
八
月
〜
三
十
年

七
月
『
群
像
』）
で
第
二
回
新
潮
賞
、「
狂
い
凧
」（
昭
和
三
十
八
年
一
月
〜
五
月
『
群

像
』）
で
第
十
四
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
、「
幻
化
」（
昭
和
四
十
年
六
月
、
八
月

『
新
潮
』）
で
第
十
九
回
毎
日
出
版
文
化
賞
を
得
た
。
昭
和
四
十
年
七
月
十
九
日
没
。

島
尾
敏
雄
は
大
正
六
年
四
月
十
八
日
生
れ
。「
出
孤
島
記
」（
昭
和
二
十
四
年
十
一
月

『
文
芸
』）
で
第
一
回
戦
後
文
学
賞
、
短
編
集
『
死
の
棘
』（
昭
和
三
十
五
年
十
月
、
講

談
社
）
で
第
十
一
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
、『
硝
子
障
子
の
シ
ル
エ
ッ
ト
』（
昭
和

四
十
七
年
二
月
、
創
樹
社
）
で
第
二
十
六
回
毎
日
出
版
文
化
賞
、『
日
の
移
ろ
い
』（
昭

和
五
十
一
年
十
一
月
、中
央
公
論
社
）
で
第
十
三
回
谷
崎
潤
一
郎
賞
、長
編
『
死
の
棘
』

（
昭
和
五
十
二
年
九
月
、
新
潮
社
）
で
第
二
十
九
回
読
売
文
学
賞
お
よ
び
第
十
回
日
本

文
学
大
賞
、「
湾
内
の
入
江
で
」（
昭
和
五
十
七
年
三
月
『
新
潮
』）
で
第
十
回
川
端
康

成
文
学
賞
、『
魚
雷
艇
学
生
』（
昭
和
六
十
年
八
月
、
新
潮
社
）
で
第
三
十
八
回
野
間

文
芸
賞
を
得
た
。
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
二
日
没
。
古
林
尚
作
成「
梅
崎
春
生
年
譜
」

（『
梅
崎
春
生
全
集
第
七
巻
』
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
、
新
潮
社
）、
島
尾
ミ
ホ
・
志
村

有
弘
編
『
島
尾
敏
雄
事
典
』（
平
成
十
二
年
七
月
、
勉
誠
出
版
）
参
照
。

（
２
）
同
論
で
は
そ
の
「
近
似
し
た
印
象
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
ご
と
く
論
じ
て
い
る
。「
梅

あ
っ
た
か
確
か
め
よ
う
も
な
い
が
、「
桜
島
」
と
大
き
く
異
な
る
「
出
孤
島
記
」

の
内
面
描
写
に
は
、
島
尾
の
苦
心
の
跡
が
表
れ
て
い
よ
う
。

島
尾
敏
雄
に
お
け
る
「
将
校
の
体
験
」
は
〈
水
上
特
攻
隊
長
の
体
験
〉
に
他

な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
小
説
化
は
難
し
く
思
え
た
部
分
も
あ
ろ
う
。
対
し
て

梅
崎
は
「
下
士
官
」
で
も
通
信
科
の
所
属
で
あ
っ
た
。「
桜
島
」
は
水
上
特
攻

基
地
を
舞
台
に
し
な
が
ら
も
、
特
攻
隊
員
に
つ
い
て
殆
ど
目
を
瞑
り
、
む
し
ろ

批
判
的
に
も
思
え
る
よ
う
な
見
解
を
主
人
公
に
語
ら
せ
て
い
る
。
島
尾
に
と
っ

て
「
桜
島
」
の
そ
の
よ
う
な
側
面
は
、〈
通
信
科
の
下
士
官
〉
が
如
何
に
も
「
気

安
く
書
い
て
い
る
」
よ
う
に
見
え
、「
反
撥
」
さ
せ
ら
れ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

か
く
て
島
尾
敏
雄
は
、
梅
崎
春
生
の
「
桜
島
」
に
共
感
と
反
撥
が
相
半
ば
し

た
感
情
を
抱
き
つ
つ
「
出
孤
島
記
」
を
著
し
た
と
言
い
得
る
。
全
て
が
意
図
的

で
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
も
の
の
、
無
意
識
の
表
現
も
含
め
て
「
出
孤
島
記
」

に
は
、
水
上
特
攻
隊
の
描
写
を
巡
っ
て
「
桜
島
」
に
対
す
る
あ
る
種
の
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
が
提
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
島
尾
は
元
水
上
特
攻
隊
長
と
い
う
当
事
者
の

立
場
か
ら
、
梅
崎
が
描
き
得
な
か
っ
た
「
桜
島
」
の
奥
に
存
す
る
世
界
、
特
に

特
攻
隊
員
の
内
面
を
詳
細
に
描
い
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

「
桜
島
」
と
「
出
孤
島
記
」
は
戦
争
小
説
と
し
て
、
互
い
に
合
わ
せ
鏡
の
ご

と
き
表
現
を
見
せ
て
い
る
。
両
作
品
を
併
せ
て
読
み
解
い
て
い
く
必
要
性
を
強

調
し
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
裏
側
に
触
れ
、
よ
り
深
い
作
品
理
解
が
可
能

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

島
尾
敏
雄
は
「
出
孤
島
記
」
発
表
か
ら
約
一
年
後
、
先
に
も
触
れ
た
長
編
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主
人
公
の
『
わ
た
し
』
の
内
部
描
写
に
傾
斜
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
し
て
そ
う
い

う
方
法
で
押
し
と
お
す
こ
と
に
よ
り
作
品
全
体
が
結
果
的
に
は
戦
争
や
軍
隊
の
隠
さ

れ
た
内
部
を
ひ
と
つ
の
視
野
か
ら
浮
き
上
が
ら
せ
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
点
に
あ

る
。」

（
９
）
梅
崎
春
生
の
死
後
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
に
鹿
児
島
県
坊
津
に
建
立
さ
れ
た
梅
崎
春

生
「
幻
化
」
文
学
碑
の
除
幕
式
に
島
尾
敏
雄
は
出
席
し
て
い
る
（『
西
日
本
文
学
碑
の

旅
』
昭
和
六
十
年
四
月
、
西
日
本
新
聞
社
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
島
尾
と
梅
崎
が
親
密

な
関
係
だ
っ
た
か
ら
で
な
く
、
当
時
島
尾
が
奄
美
大
島
名
瀬
市
に
在
住
し
て
い
た
故

に
、
鹿
児
島
県
内
の
著
名
作
家
と
し
て
招
待
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
10
）
古
林
尚
作
成
「
梅
崎
春
生
年
譜
」、助
川
徳
是
作
成
「
島
尾
敏
雄
年
譜
」、島
尾
ミ
ホ
・

志
村
有
弘
編
『
島
尾
敏
雄
事
典
』
参
照
。

（
11
）「
唐
草
」
で
は
「
彼
の
持
病
の
発
作
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。「
そ
れ

に
彼
は
眼
華
と
い
う
名
前
を
つ
け
る
。（
中
略
）
視
界
の
、
と
い
う
よ
り
視
覚
の
斜
の

上
の
あ
た
り
で
盲
点
の
部
分
が
ふ
わ
っ
と
現
わ
れ
る
。（
中
略
）
そ
れ
が
次
第
に
生
き

も
の
の
く
ら
げ
の
よ
う
な
活
動
を
は
じ
め
る
。（
中
略
）や
が
て
く
ら
げ
共
は
消
え
去
っ

て
、
一
つ
の
歯
車
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
。（
中
略
）
そ
れ
が
ち
か
ち
か
視
覚
の

片
隅
で
廻
り
始
め
る
。
次
第
に
そ
の
弧
の
長
さ
が
増
し
て
来
て
完
全
な
円
を
作
ろ
う

と
す
る
。
そ
の
為
に
彼
は
自
分
の
顔
に
、
火
花
の
よ
う
に
明
滅
す
る
円
光
を
か
ぶ
っ

た
ふ
う
に
な
っ
て
、
花
や
か
な
世
界
の
中
に
立
つ
。」　

（
12
）
島
尾
敏
雄
・
小
川
国
夫
『
夢
と
現
実
―
六
日
間
の
対
話
―
』（
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
、

筑
摩
書
房
）。
な
お
島
尾
敏
雄
は
「
魚
雷
艇
学
生
」
で
も
「
眼
華
と
い
う
言
葉
が
あ
る

の
か
ど
う
か
は
あ
や
ふ
や
だ
け
れ
ど
、
何
か
の
書
物
で
読
ん
で
い
て
そ
の
言
葉
を
み

つ
け
た
の
だ
」
と
書
い
て
い
る
。

（
13
）
植
村
恭
夫
編
『
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
眼
科
学
』（
昭
和
五
十
三
年
十
月
、南
山
堂
）
参
照
。

（
14
）梅
崎
春
生
の
長
編「
幻
燈
の
街
」（
昭
和
二
十
七
年
四
月
〜
九
月『
中
国
新
聞
』他
）で
は
、

主
人
公
久
我
丈
助
が
「
今
で
も
疲
れ
て
く
る
と
、
瞼
の
裡
に
、
チ
カ
チ
カ
し
た
も
の

崎
春
生
の
小
説
は
対
象
と
し
た
世
界
は
そ
れ
な
り
の
か
な
り
的
確
な
表
現
で
描
き
出

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
見
て
い
る
作
者
の
眼
は
ひ
ど
く
そ
れ
ら
に
対
し
て
冷

淡
で
あ
り
、
決
し
て
そ
の
中
に
は
入
っ
て
行
か
な
い
し
、
そ
れ
と
感
動
を
と
も
に
す

る
こ
と
が
な
い
。
そ
う
し
た
生
命
へ
の
冷
淡
さ
と
無
関
心
が
残
酷
な
人
生
の
断
面
を

さ
り
げ
な
く
提
出
し
て
ゆ
く
の
だ
が
、
島
尾
氏
の
初
期
作
品
に
も
そ
れ
が
あ
る
。」

（
３
）
古
林
尚
作
成
「
梅
崎
春
生
年
譜
」
参
照
。

（
４
）
梅
崎
春
生
は
エ
ッ
セ
イ
「
八
年
振
り
に
訪
ね
る
―
桜
島
―
」（
初
出
紙
未
詳
、
昭
和

三
十
七
年
十
月
一
日
）
で
、
小
説
「
桜
島
」（
昭
和
二
十
一
年
九
月
『
素
直
』）
に
お

い
て
「
吉
良
兵
曹
長
も
見
張
り
の
兵
隊
も
耳
の
な
い
妓
も
、
皆
私
が
つ
く
っ
た
」
と

書
い
て
い
る
。

（
５
）
助
川
徳
是
作
成
「
島
尾
敏
雄
年
譜
」（『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
29
島
尾
敏
雄
・
庄
野
潤

三
』
昭
和
五
十
八
年
十
月
、
角
川
書
店
）
参
照
。

（
６
）〈
桜
島
〉
は
大
正
三
年
の
桜
島
岳
噴
火
で
一
部
陸
続
き
と
な
り
、
正
確
に
は
島
で
な

い
が
、
多
く
を
海
で
囲
わ
れ
た
島
に
似
た
状
況
に
あ
り
、
小
説
「
桜
島
」
で
は
実
際

に
「
島
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
山
本
健
吉
「
梅
崎
春
生
に
つ
い
て
」（『
新
選
現
代
日
本
文
学
全
集
28
梅
崎
春
生
集
』

昭
和
三
十
四
年
十
月
、
筑
摩
書
房
）、
川
村
湊
「
解
説
―
隣
人
と
死
―
」（『
桜
島
・
日

の
果
て
・
幻
化
』
平
成
元
年
六
月
、
講
談
社
文
芸
文
庫
）、
開
高
健
「
紙
の
中
の
戦
争

〈
連
載
第
二
十
回
〉
―
島
尾
敏
雄
『
出
孤
島
記
の
場
合
』
―
」（
昭
和
四
十
六
年
二
月
『
文

学
界
』）、
奥
野
健
男
「
解
説
」（『
出
孤
島
記 

島
尾
敏
雄
戦
争
小
説
集
』
昭
和
四
十
九

年
八
月
、
冬
樹
社
）
参
照
。

（
８
）
同
論
で
は
、
そ
の
「
戦
争
を
主
題
に
し
た
い
わ
ば
私
小
説
」
と
し
て
藤
枝
静
男
の
中

編
「
イ
ペ
リ
ッ
ト
眼
」（
昭
和
二
十
四
年
三
月
『
近
代
文
学
』）
も
挙
げ
、「
桜
島
」「
出

孤
島
記
」「
出
発
は
遂
に
訪
れ
ず
」
と
併
せ
た
計
四
作
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
論

じ
て
い
る
。「
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
の
は
、
作
者
の
モ
チ
ー
フ
が
戦
争
や
軍

隊
や
の
内
面
暴
露
に
あ
る
よ
り
む
し
ろ
そ
う
い
う
舞
台
を
あ
た
え
ら
れ
て
登
場
す
る



̶ 14 ̶

本
文
学
』）、「
子
之
吉
の
舌
」（
昭
和
二
十
八
年
十
月
『
文
学
界
』）、「
反
芻
」（
昭
和

二
十
九
年
五
月
『
群
像
』）
の
各
短
編
で
も
「
擬
態
」と
の
表
現
を
用
い
、『
贋
学
生
』（
昭

和
二
十
五
年
十
二
月
書
き
下
ろ
し
、
河
出
書
房
）
で
は
、「
に
せ
も
の
」
の
医
学
生
で

あ
る
木
乃
伊
之
吉
を
主
人
公
に
据
え
て
い
る
。

（
19
）
本
多
秋
五
『
物
語
戦
後
文
学
史
』（
昭
和
四
十
一
年
三
月
、新
潮
社
）、西
尾
宣
明
「
島

尾
敏
雄
文
芸
の
文
芸
史
的
位
置
に
関
す
る
一
考
察
」（
昭
和
六
十
一
年
一
月
『
人
文
論

究
』）
参
照
。

（
20
）
島
尾
敏
雄
は
梅
崎
春
生
「
砂
時
計
」
に
つ
い
て
、「
特
定
の
主
人
公
を
設
定
」
せ
ず

に
「
沢
山
の
人
々
が
環
境
や
お
た
が
い
の
関
係
の
中
で
演
じ
合
う
卑
小
さ
」
を
「
洞

察
的
」に
描
き
、読
者
の「
笑
い
を
誘
」う
一
方
、中
心
人
物
の
栗
山
佐
介
に「
深
く
沿
っ

て
」
読
み
込
ん
で
い
く
と
、「
佐
介
が
出
て
く
る
場
面
」
以
外
は
「
つ
く
り
も
の
染
み
」

て
見
え
、「
笑
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
手
付
に
白
々
と
な
る
」
と
書
い
て
い
る
（
書
評

「
梅
崎
春
生
著
『
砂
時
計
』」、
昭
和
三
十
年
十
一
月
十
五
日
『
図
書
新
聞
』）。

（
21
）
古
林
尚
作
成
「
梅
崎
春
生
年
譜
」
参
照
。

（
22
）
助
川
徳
是
作
成
「
島
尾
敏
雄
年
譜
」
参
照
。

（
23
）
梅
崎
春
生
の
「
桜
島
」（
昭
和
二
十
一
年
九
月
『
素
直
』）
が
発
表
さ
れ
た
前
後
の
時

期
、
元
特
攻
隊
員
に
よ
る
犯
罪
等
が
横
行
し
、
世
間
に
は
「
特
攻
く
ず
れ
」
と
の
見

方
が
広
ま
っ
て
い
た
（
福
間
良
明
『
殉
国
と
反
逆
―
「
特
攻
」
の
語
り
の
戦
後
史
―
』

〈
平
成
十
九
年
七
月
、
青
弓
社
〉、
栗
原
俊
雄
『
特
攻
―
戦
争
と
日
本
人
―
』〈
平
成

二
十
七
年
八
月
、
中
公
新
書
〉
参
照
）。「
桜
島
」
に
お
い
て
、
特
攻
隊
員
に
対
す
る

批
判
的
に
も
思
え
る
よ
う
な
視
線
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
捉
え
直
す
必
要

も
あ
ろ
う
。

（
24
）
多
田
蔵
人
は
「
出
孤
島
記
」
の
番
兵
塔
の
場
面
に
つ
い
て
、「
当
時
広
く
読
ま
れ
た

バ
ル
ビ
ュ
ス
『
地
獄
』
の
窃
視
や
梅
崎
春
生
『
桜
島
』（
昭
和
21
・９
「
素
直
」）
の
一
節

を
思
わ
せ
る
箇
所
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
「
出
孤
島
記
」
の
昭
和
二
十
四

年
十
一
月
『
文
芸
』
初
出
稿
で
は
「
Ｎ
の
挿
話
が
、主
人
公
の
軍
人
と
し
て
の
像
を
、

が
、
火
花
の
よ
う
に
飛
ぶ
ん
で
す
」
と
語
り
、
丈
助
が
「
目
を
閉
じ
」
た
際
に
は
「
く

ら
げ
の
よ
う
な
も
の
が
瞼
の
う
ち
に
揺
れ
始
め
る
」
と
も
記
し
て
い
る
。

（
15
）夏
目
漱
石「
函
山
雑
詠
」に
は「
眼
花
凝
似
珂
」、杜
甫「
飲
中
八
仙
歌
」（
七
四
六
年
頃
）

に
は「
眼
花
落
井
水
底
眠
」、島
崎
藤
村「
夜
明
け
前
」（
昭
和
七
年
四
月
〜
十
年
十
月『
中

央
公
論
』）「
第
二
部
・
下
」
に
は
「
閃
き
発
す
る
金
色
な
眼
花
の
光
彩
は
、
あ
た
か

も
空
際
を
縫
っ
て
通
る
火
花
の
よ
う
に
、
ま
た
彼
の
前
に
入
り
乱
れ
た
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
引
用
は
『
夏
目
漱
石
全
集
第
十
四
巻
』（
昭
和
十
一
年
九
月
、
漱
石
全
集
刊

行
会
）、
黒
川
洋
一
校
注
『
中
国
詩
人
選
集
第
十
巻
・
杜
甫
・
下
』（
昭
和
三
十
四
年

三
月
、岩
波
書
店
）、島
崎
藤
村
『
夜
明
け
前
・
第
二
部
・
下
』（
平
成
二
十
四
年
六
月
、

新
潮
文
庫
）
に
拠
っ
た
。

（
16
）同
書
の「
五
言
之
部
」に
お
け
る
無
題
詩
の
中
に「
眼
華
終
日
飛
」と
の
句
が
見
ら
れ
る
。

谷
川
敏
朗
校
注
『
良
寛
全
詩
集
』（
平
成
十
年
五
月
、
春
秋
社
）
に
も
同
じ
詩
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
な
お
谷
川
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
題
は
「
無
常
迅
速
」
で
、「
五
合
庵
期

（
寛
政
九
年
〜
文
化
十
三
年
頃
）」
の
作
。

（
17
）「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
蜘
蛛
の
子
ら
」
で
は
、
将
校
ら
し
い
軍
人
の
「
私
」
が
「
降
伏

停
戦
の
前
の
日
」
に
憲
兵
将
校
か
ら
尋
問
さ
れ
、「
引
繰
返
っ
て
痴
呆
状
態
に
な
る
」

と
い
う
液
体
を
飲
ま
さ
れ
る
。「
私
」は「
何
の
効
き
目
も
感
じ
ら
れ
な
」か
っ
た
が
、「
此

の
場
を
う
ま
く
擬
態

0

0

す
れ
ば
彼
は
引
揚
げ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
、「
う

し
ろ
に
で
ん
ぐ
り
返
っ
て
や
っ
た
」。

（
18
）
梅
崎
春
生
は
短
編
「
生
活
」（
昭
和
二
十
四
年
一
月
『
個
性
』）
で
、
四
十
代
で
召
集

さ
れ
た
老
兵
た
ち
は
「
息
子
ほ
ど
の
年
頃
の
兵
長
に
よ
う
し
ゃ
な
く
尻
を
打
た
れ
た

り
」
す
る
中
で
、「
総
じ
て
無
表
情
に
な
る
」
が
、
そ
れ
は
「
流
体
が
お
の
ず
と
抵
抗

の
す
く
な
い
流
線
型
を
と
る
よ
」
う
な
、
軍
隊
で
生
き
抜
く
た
め
の
「
擬
態
」
だ
と

書
い
て
い
る
。
ま
た
「
贋
の
季
節
」（
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
『
日
本
小
説
』）
で
は
、

解
散
直
前
の
曲
馬
団
を
舞
台
と
し
つ
つ
、「
皆
目
自
信
を
な
く
し
て
い
る
」
団
員
た

ち
を
「
偽
者
」
と
称
し
て
い
る
。
島
尾
敏
雄
は
「
兆
」（
昭
和
二
十
七
年
七
月
『
新
日
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思
え
な
い
。
し
か
し
「
出
孤
島
記
」
は
、
学
徒
出
身
の
水
上
特
攻
隊
長
「
私
」
の
思

索
的
な
語
り
に
貫
か
れ
て
い
る
。
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
と
も
に
広
く
読
ま
れ

た
二
つ
の
戦
没
学
生
手
記
と
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
作
品
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

＊
梅
崎
春
生
の
作
品
引
用
は
『
梅
崎
春
生
全
集
』
全
七
巻
（
昭
和
四
十
一
年
十
月
〜

四
十
二
年
十
一
月
、
新
潮
社
）
及
び
『
幻
燈
の
街
』（
平
成
二
十
六
年
五
月
、
木
鶏
書

房
）、
島
尾
敏
雄
の
作
品
引
用
は
『
島
尾
敏
雄
全
集
』
全
十
七
巻
（
昭
和
五
十
五
年
五

月
〜
五
十
八
年
一
月
、
晶
文
社
）
及
び
『
魚
雷
艇
学
生
』（
昭
和
六
十
年
八
月
、
新
潮
社
）

に
拠
っ
た
。
対
談
「
怯
え
に
つ
い
て
」
は
『
内
に
む
か
う
旅 

島
尾
敏
雄
対
談
集
』（
昭
和

五
十
一
年
十
一
月
、
泰
流
社
）
よ
り
引
用
し
た
。
引
用
文
中
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改

め
た
。
傍
点
は
私
に
付
し
た
。

―
た
か
ぎ
・
の
ぶ
ゆ
き
、
別
府
大
学
教
授
―

『
私
』
自
身
を
こ
え
て
補
強
し
て
い
た
」
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、「『
桜
島
』
の
暗
合マ

マ

兵

が
住
民
を
眺
め
て
心
を
慰
め
て
い
る
の
に
対
し
、『
出
孤
島
記
』
の
士
官
は
防
空
壕
に

逃
げ
こ
む
夫
婦
を
見
る
と
『
そ
の
防
空
壕
に
、
私
は
Ｎ
と
一
緒
に
は
い
つ
た
』
と
い

う
経
験
を
思
い
起
こ
し
て
し
ま
う
」
設
定
に
注
目
す
る
。「
眺
め
る
『
私
』
と
眺
め
ら

れ
た
住
民
と
を
結
び
つ
け
る
Ｎ
の
姿
は
、
集
落
に
あ
っ
て
も
決
し
て
部
隊
と
は
別
の

存
在
で
は
あ
り
え
な
い
『
私
』
の
像
を
指
し
示
す
」
と
論
ず
る
（「『
出
孤
島
記
』
論
」、

令
和
二
年
五
月
『
国
語
と
国
文
学
』）。「
出
孤
島
記
」
全
体
か
ら
捉
え
た
場
合
、「
Ｎ

の
姿
」
と
「『
私
』
の
像
」
に
関
わ
る
多
田
の
分
析
は
適
切
で
あ
り
、
本
論
と
も
一
部

重
な
る
見
解
と
言
え
る
。
し
か
し
「『
桜
島
』
の
暗
号
兵
」
の
心
境
に
対
す
る
説
明
は

不
正
確
で
あ
る
。「
桜
島
」
の
「
私
」
は
見
張
所
か
ら
望
ん
だ
「
炎
天
の
風
景
」
に
「
心

の
底
ま
で
明
る
く
」さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
住
民
を
眺
め
て
心
を
慰
め
て
」は
い
な
い
。

ま
た
多
田
論
は
、「
出
孤
島
記
」
の
「
私
」
が
空
襲
に
お
び
え
る
夫
婦
者
の
姿
か
ら
「
心

の
傷
」
を
「
治
癒
」
さ
れ
、「
気
持
の
よ
い
も
の
」
を
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て

い
な
い
。
本
論
で
は
、「
桜
島
」
の
見
張
所
と
「
出
孤
島
記
」
の
番
兵
塔
を
対
比
さ
せ

る
に
当
た
っ
て
、
両
作
品
の
主
人
公
の
内
面
を
対
照
的
と
捉
え
、
以
下
の
本
文
に
見

る
通
り
考
察
を
進
め
た
。

（
25
）
拙
著
『
梅
崎
春
生
研
究
―
戦
争
・
偽
者
・
戦
後
社
会
―
』（
平
成
三
十
年
一
月
、
和

泉
書
院
）
第
二
章
第
一
節
「『
桜
島
』
論
―
戦
争
批
判
と
自
然
美
―
」
参
照
。

（
26
）「
出
孤
島
記
」
発
表
よ
り
約
二
年
前
、
東
大
学
生
自
治
会
戦
没
学
生
手
記
編
集
委
員

会
編
『
は
る
か
な
る
山
河
に
―
東
大
戦
没
学
生
の
手
記
―
』（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
、

東
大
協
同
組
合
出
版
部
）
が
、
同
じ
く
一
箇
月
前
、
日
本
戦
没
学
生
手
記
編
集
委
員

会
編
『
き
け 

わ
だ
つ
み
の
こ
え
―
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
―
』（
昭
和
二
十
四
年
十
月
、

東
大
協
同
組
合
出
版
部
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
特
攻
隊
員
を
中
心
に
戦
没
学

徒
兵
の
思
索
的
な
手
記
を
多
数
掲
載
し
、
前
者
は
七
万
部
、
後
者
は
二
十
数
万
部
の

売
り
上
げ
を
記
録
し
た
（
塩
澤
実
信
『
定
本
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
昭
和
史
』〈
平
成
十
四
年

七
月
、
展
望
社
〉
参
照
）。
島
尾
敏
雄
が
こ
れ
ら
二
冊
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
と
は


